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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第26期

第２四半期連結
累計期間

第25期

会計期間

自平成23年
　４月１日
至平成23年
　９月30日

自平成22年
　４月１日
至平成23年
　３月31日

売上高（千円） 14,636,18025,381,802

経常利益（千円） 252,262 278,356

四半期（当期）純利益（千円） 49,325 181,528

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
27,268 154,817

純資産額（千円） 1,366,5161,433,746

総資産額（千円） 6,421,6245,589,288

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
15.66 57.62

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ －

自己資本比率（％） 20.4 24.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△49,285 458,732

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△37,529 50,198

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
118,500△498,148

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
687,860 657,470

　

回次
第26期

第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
　７月１日
至平成23年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
7.58

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載して

おりません。

４．第25期より連結財務諸表を作成しており、第25期第２連結四半期累計期間については連結財務諸表を作成し

ていないため、記載しておりません。 
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

  当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

　

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

　

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。 

 

（1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災の影響により落ち込んだ消費や生産は回復傾向

にあるものの、原材料の高騰や欧州債務危機に起因した円高基調が続いていることから企業収益や雇用環境は低

迷し、景気の先行きは不透明な状況で推移いたしました。

　食品飲料業界におきましては、消費者の低価格志向や企業間の激しい価格競争等によりデフレ状況であることに

加えて、放射能汚染による食の安全性に対する不安感などから、個人消費は低調に推移し、企業の経営環境は厳し

い状態が続いております。

　このような状況下、当社グループも、少なからず業績への影響はあるものの、食の安全を第一に、品質管理体制の

より一層の強化を図ってまいりました。また、営業面においては、既存取引先へのサービスの向上や新規取引先の

拡大に努め、清涼飲料向けの食品副原料やデザート向けの農産加工物等が好調に推移いたしました。

　以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は14,636,180千円、営業利益は246,038千円、経常利益は252,262千円

となりました。しかしながら、貸倒引当金繰入額や納入した原材料のクレーム補償費を特別損失として計上したこ

と等により、四半期純利益は49,325千円となりました。

 　　 

　セグメント別の状況は次のとおりであります。

＜卸売事業＞

　飲料市場においては、東日本大震災による社会的なインフラへの影響や資材等の不足により生産計画の変更を

余儀なくされましたが、当社グループは、取引先のニーズに応えるべく、国内外から原料資材の確保に努め、安定

供給体制を維持してまいりました。飲料メーカーの夏季向け商品の製造増加に伴い、ビタミン類、糖類等の食品副

原料や茶葉類の販売が好調に推移いたしました。また、取引先の拡大に努め、乳製品や果肉缶詰等の農作物加工品

が伸長したことなどから、売上高は14,360,235千円となりました。

＜製造販売事業＞

　安心で安全な商品をお客様にお届けするために、品質管理面の強化に注力する一方、ＮＢブランドの強化を図る

ため、「やさしいあいすくりーむ」のバリエーションを拡充し、販売チャネルの拡販に努めてまいりました。しか

しながら、消費低迷の影響を受け、販売数量が低調に推移し、売上高は206,574千円となりました。

＜その他＞

　その他において、フランチャイザーの変更に伴いコンビニエンス事業の見直しを図り、店舗運営の効率化に努め

ました。その結果、店舗数は縮小したものの、収益力が改善し、売上高は303,334千円となりました。

　

（注）１．前第２四半期累計期間は四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期との比較分析は行っ

ておりません。（以下「(3) キャッシュ・フローの状況」についても同じ。)　

　　　２．セグメントの売上高には、セグメント間の内部売上高を含んでおります。
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（2）財政状態の分析

①　資産の状況

　当第２四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末に比べ813,614千円増加し、5,594,278千円となり

ました。主な要因は、受取手形及び売掛金、商品及び製品の増加によるものであります。また、当第２四半期連結会

計期間末の固定資産は、前連結会計年度末に比べ18,721千円増加し、827,346千円となりました。主な要因は、投資

その他の資産の増加によるものであります。

　この結果、当第２四半期会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて832,335千円増加の6,421,624千円と

なりました。

  

②　負債の状況

　当第２四半期連結会計期間末の流動負債は、前連結会計年度末に比べ904,804千円増加し、4,834,578千円になり

ました。主な要因は、支払手形及び買掛金の増加によるものであります。また、当第２四半期連結会計期間末の固

定負債は、前連結会計年度末に比べ5,238千円減少し、220,529千円となりました。主な要因は、長期リース債務の

減少によるものであります。

　この結果、当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ899,565千円増加し、5,055,107千円

となりました。

 

③　純資産の状況

　当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ67,229千円減少し、1,366,516千円となりま

した。主な要因は配当金の支払による利益剰余金の減少によるものであります。

　

（3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

30,389千円増加し、687,860千円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況

とそれらの要因は次のとおりであります。

　 

①　営業活動によるキャッシュ・フロー

　営業活動の結果使用した資金は、49,285千円となりました。これは主に売上債権やたな卸資産が増加したことに

よるものであります。　　　

　

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

　投資活動の結果使用した資金は、37,529千円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出によるも

のであります。

 

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

　財務活動の結果得られた資金は、118,500千円となりました。これは主に短期借入金が増加したことによるもの

であります。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　

（5）研究開発活動

　記載すべき事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,150,000 3,150,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ市場

（スタンダード） 

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は100

株であります。

計 3,150,000 3,150,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。 

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日 
－ 3,150,000 － 363,387 － 288,387
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（６）【大株主の状況】

　 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ビアンナ 東京都千代田区大手町１丁目６－１ 1,160,000 36.83

グリーンコア株式会社 東京都渋谷区富ヶ谷１丁目14－９ 300,000　 9.52　

オーウイル従業員持株会 東京都港区北青山１丁目２－３ 161,200　 5.12　

株式会社伊藤園 東京都渋谷区本町３丁目47－10 90,000　 2.86　

小口　英噐 東京都港区 90,000　 2.86　

青柿　年英 千葉県柏市 52,000　 1.65　

加賀電子株式会社 東京都千代田区外神田３丁目12－８ 44,000　 1.40　

山口　順一 神奈川県相模原市中央区 37,000　 1.17　

小口　八穗子 東京都港区 36,500　 1.16　

陣野　重正 東京都中央区 33,000　 1.05　

計 － 2,003,700 63.61　

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 3,149,000 31,490

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

単元未満株式 普通株式　   　1,000 － －

発行済株式総数 3,150,000 － －

総株主の議決権 － 31,490 －

 （注）単元未満株式のうち自己保有株式の明細は次のとおりであります。

　　　　所有者の名称　 　 　所有株式数（株）

　オーウイル株式会社　　　　 　 43　
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　②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について　

(1) 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

(2) 前第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）は四半期連結財務諸表を作成してい

ないため、記載を省略しております。　

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 657,470 687,860

受取手形及び売掛金 2,853,330 3,506,230

商品及び製品 523,399 795,679

未着商品 379,120 302,130

原材料及び貯蔵品 12,130 14,620

未収入金 294,053 210,600

繰延税金資産 25,863 44,032

その他 39,063 38,045

貸倒引当金 △3,768 △4,921

流動資産合計 4,780,663 5,594,278

固定資産

有形固定資産 331,636 328,852

無形固定資産 15,005 8,222

投資その他の資産 ※
 461,982

※
 490,271

固定資産合計 808,624 827,346

資産合計 5,589,288 6,421,624

負債の部

流動負債

買掛金 2,980,400 3,979,343

短期借入金 － 200,000

1年内返済予定の長期借入金 52,116 68,772

未払金 703,442 392,379

未払法人税等 66,073 98,274

賞与引当金 36,421 41,736

その他 91,320 54,073

流動負債合計 3,929,774 4,834,578

固定負債

長期借入金 155,773 158,895

資産除去債務 3,380 3,759

その他 66,614 57,874

固定負債合計 225,767 220,529

負債合計 4,155,541 5,055,107
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 363,387 363,387

資本剰余金 288,387 288,387

利益剰余金 747,207 702,033

自己株式 △20 △20

株主資本合計 1,398,961 1,353,788

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △30,185 △33,327

繰延ヘッジ損益 3,359 △7,892

その他の包括利益累計額合計 △26,826 △41,219

少数株主持分 61,610 53,947

純資産合計 1,433,746 1,366,516

負債純資産合計 5,589,288 6,421,624
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 14,636,180

売上原価 13,507,618

売上総利益 1,128,562

販売費及び一般管理費 ※
 882,523

営業利益 246,038

営業外収益

受取利息 38

受取配当金 3,307

為替差益 1,061

受取手数料 3,314

受取補償金 2,736

その他 3,818

営業外収益合計 14,277

営業外費用

支払利息 5,637

支払補償費 2,058

その他 356

営業外費用合計 8,052

経常利益 252,262

特別利益

店舗改装支援金 3,000

その他 15

特別利益合計 3,015

特別損失

貸倒引当金繰入額 83,045

クレーム補償費 75,911

その他 5,334

特別損失合計 164,291

税金等調整前四半期純利益 90,985

法人税、住民税及び事業税 94,709

法人税等調整額 △45,385

法人税等合計 49,324

少数株主損益調整前四半期純利益 41,661

少数株主損失（△） △7,663

四半期純利益 49,325
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 41,661

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,141

繰延ヘッジ損益 △11,251

その他の包括利益合計 △14,393

四半期包括利益 27,268

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 34,932

少数株主に係る四半期包括利益 △7,663
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 90,985

減価償却費 27,263

貸倒引当金の増減額（△は減少） 84,199

賞与引当金の増減額（△は減少） 5,314

受取利息及び受取配当金 △3,346

支払利息 5,637

為替差損益（△は益） 1,295

売上債権の増減額（△は増加） △652,900

たな卸資産の増減額（△は増加） △197,779

未収入金の増減額（△は増加） 83,452

破産更生債権等の増減額（△は増加） △83,045

仕入債務の増減額（△は減少） 900,007

未払金の増減額（△は減少） △205,045

未払消費税等の増減額（△は減少） △46,349

その他 5,489

小計 15,180

利息及び配当金の受取額 3,346

利息の支払額 △5,679

法人税等の支払額 △62,133

営業活動によるキャッシュ・フロー △49,285

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △34,386

無形固定資産の取得による支出 △2,462

投資有価証券の売却による収入 998

資産除去債務の履行による支出 △960

差入保証金の差入による支出 △30

その他 △689

投資活動によるキャッシュ・フロー △37,529

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 200,000

長期借入れによる収入 50,000

長期借入金の返済による支出 △30,222

リース債務の返済による支出 △7,327

配当金の支払額 △93,950

財務活動によるキャッシュ・フロー 118,500

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,295

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 30,389

現金及び現金同等物の期首残高 657,470

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 687,860
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【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

  第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。　

　

　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※  資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

  
前連結会計年度

（平成23年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成23年９月30日）

投資その他の資産 10,179千円 93,225千円

　

（四半期連結損益計算書関係）

　　　　※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

  
当第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

賃金給料及び諸手当 345,960千円

賞与引当金繰入額 41,736

運賃 188,348

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。

  
当第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

現金及び預金勘定 687,860千円

預入期間が３か月を超える定期預金 －

現金及び現金同等物 687,860

　

（株主資本等関係）

当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

配当に関する事項

（1）配当金支払額 

 （決議）
 株式の

種類

配当金の

総額

（千円） 

１株当たり

配当額

（円） 

基準日  効力発生日 配当の原資

 平成23年６月28日

定時株主総会
 普通株式 94,500 30平成23年３月31日 平成23年６月29日 利益剰余金

 

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの 

　

　　 該当事項はありません。　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント 
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

卸売事業
製造販売
事業　

計

売上高        

外部顧客への売上高 14,265,29767,54814,332,846303,33414,636,180 － 14,636,180

セグメント間の内部
売上高又は振替高

94,937139,026233,963 － 233,963△233,963 －

計 14,360,235206,57414,566,810303,33414,870,144△233,96314,636,180

セグメント利益又はセ

グメント損失（△）
262,787△16,660246,127 △48 246,078 △40 246,038

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、コンビニエンスストア小

売業を営んでおります。

２．セグメント利益の調整額△40千円は、セグメント間取引消去△40千円であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 15円66銭

（算定上の基礎）  

四半期純利益金額（千円） 49,325

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 49,325

普通株式の期中平均株式数（株） 3,149,957

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。　

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

　

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　

平成23年11月11日

オーウイル株式会社

取締役会　御中
　

有限責任 あずさ監査法人

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 齊藤　文男　　印

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 野口　昌邦　　印

　

 
 

 
   

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオーウイル株式会社

の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オーウイル株式会社及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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